
8５

Strixl2：８５－９２（1993）

春期に西へ渡るハイタカ属３種

井上勝巳’

はじめに

猛禽類の渡りについては近年，秋の渡りを中心に全国的に調査が進められ，ハチクマ

Per凡jsapjUorusやサシバButast”mdjcusについては移動ルートや飛来数の概要が明ら

かにされた（武田1989，日本野鳥の会愛媛県支部・高知県支部・大分県支部・宮崎県支

部1989)．その後は四国西部においても継続的に調査が進められ，サシバについては新し

いルートの発見などの成果をあげている．四国北部を移動する「山陽ルート」の主流は，

従来の定説であった愛媛県北西部の佐田岬半島を経由せず，愛媛県東宇和郡明浜町宮野浦

の岩井地区周辺から九州方向へ飛び立つことが確認された（井上1993)．また，四国南部

を移動する「日本列島南岸ルート」の飛び立ちは，愛媛県南宇和郡西海町の高茂岬を中心

とした地域に集中することも確認され，さらに詳細な調査が進んでいる．

しかし，春の猛禽類の渡り移動についてはまだ十分に調査が進んでおらず，解明されて

いない部分が多い．愛媛県西部において春期の渡り調査を進めるうち，春期にもかかわら

ず西へ移動するオオタカAccjpjterge”"s，ツミＡ・guJarjs，ハイタカＡ・〃jsusの存在

が明らかになった．本報では，愛媛県北西部の佐田岬半島先端部において春期に西へ渡る

オオタカ，ツミ，ハイタカの調査を行なったので報告する．

調査地および調査方法

調査は愛媛県西宇和郡三崎町の水尻地区で行なった（図１）．佐田岬半島の最先端部に

位置する小高い丘陵地（140.8ｍ）で，調査地点はその南東側斜面にあり標高は約115ｍで

ある．東側の半島部全体と瀬戸内海および宇和海を同時に見とおすことができるため，飛

来する個体のほぼ全数を把握でき，渡りの調査には適した場所である．さらに，九州が目

視できることから西への渡り確認や，引き返しによる重複個体の除外，また，引き返し個

体と東への渡り個体との区別も可能である．

調査は1993年３月９日から４月13日までのあいだに30日間実施した．この期間は1991,

1992年の調査でハイタカ属の渡りの時期と推測された時期である．

調査開始時刻は一定していない．７時台の開始が２日間，８時台の開始が12日間，９時

台の開始が11日間，１０時台の開始が４日間，１２時の開始が１日であった．調査終了時刻は

天候の変化で飛来の途絶えた３日間を途中中断し，そのほかは17時とした．

調査は，視野を移動するハイタカ属の通過時刻，種名，羽数，移動方向，飛期高度を記
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図１．ハイタカ属３種の飛期コースおよび位綴図．

Fig.１．ObservationsitesforhawkmigrationandflightcoursesofAccjpjters．

録した．また，羽ばたきの回数や体型，体長の比較，個体の特徴なども記録して種の判定

や移動方向特定の参考とした．飛期高度は以下の５段階に分類し，肉眼で高さを目測した．

１：観察地点の水平以下の高さを通過したもの，２：地上から約30ｍ以下の高さのもの，

３：地上から30ｍ以上の高さで肉眼で体型がはっきり確認でき，双眼鏡での識別が容易な

もの，４：肉眼では小さなシルエットでみえ，双眼鏡でも識別が難しいもの，５：肉眼で

は点にみえるもの，双眼鏡でやっと発見できたもの．解析には高度区分１および２を低い

飛期，３以上を高い飛期とした．

渡りと関係の深い気象状況については，天候，雲量，風向，風力，気温について記録し，

視界，雲形なども記録した．風力判定にはビューフォート風力階級表をもちい，風力階級

を記録した．視界はハイタカ属の移動方向にあたる大分県佐賀関町が，肉眼で確認できる

状態を視界良好とした．調査地点からの最短距離は約15kｍである．また，移動方向約１０

kｍ地点にあり，岬先端から最も近い目標物となる高島がまったくみえない状態を視界不

良としてその程度を記録した．気象状況は調査開始時の状況と終了時，そのほかは気象変

化がみられた時点で新たに記録をした．

なお，春期のハイタカ属渡りの状況は近県の知人に報告するとともに，各地での観察と

情報の交換を依頼した．



22（

結果および考察

オオタカ，ツミ，ハイタカの３種が渡っていることを確認した．しかし，調査した大部

分の個体について種を明確に識別することは困難だったため種の区別は行なわず，ハイタ

カ属３種として集計した．集計は引き返しによる重複個体を除外し，「西への渡り」と

｢東への渡り」を区別した．なお，ハイタカ属のタカとサシバ，ノスリなど，ほかのタカ

類との識別は容易だった．

１．西へのハイタカ属の渡り

調査地点の東より飛来して九州方向へ渡りをしたハイタカ属３種は合計2086羽であった．

調査期間をとおしてハイタカ属の渡りが記録され，特に３月23日から４月３日にかけて多

く記録された（図２)．調査開始の３月９日にすでに36羽の渡りがみられたことは，調査

開始以前から渡りがはじまっていたことを示している．また，調査終了時の４月10日から

13日にかけてもやや減少傾向を示しながらも，なお80羽程度の飛来が記録されたことは，

調査終了後も渡りが続いたことを示している．

本調査地の対岸にあたる大分県佐賀関町関崎では，２月27日にすでにオオタカとハイタ

カの飛来が記録され，４月下旬にも１日に40羽程度のオオタカ，ハイタカの飛来が記録さ

れている（立川孝之私信)．これらのことは，本調査地のハイタカ属の渡りがかなり長期

間続くことを示している．

渡りの形態は単独か２～３羽であることが多く，ごく短時間に飛来数が多いときも単独

で距離をおいての移動が多かった．数羽が次々と飛来して観察点上空で旋回し，まとまる

こともあったが，サシバのように数十羽が群れて移動する様子は観察されなかった．２羽

で飛来するものは体型に明らかな大小差がみられる場合が多く，っがいと推測された．

今後は本調査地の対岸にあたる関崎と合同調査を行ない，移動コースの特定や移動時間

の計測など「春期の渡り」の解明を進めたい．

図２．西へ渡るハイタカ属鳥類の日別飛来数と天候（1993年)．

Fig.２．NumberofmigratingAccjpiterstothewesteachday,andweatherconditions
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２．東へのハイタカ属の渡り

調査地点の西より飛来して東へ渡りをしたハイタカ属３種は合計93羽であった．東への

渡りであることを特定するには，西へ渡る個体の引き返しと区別する必要があり，特に慎

重な判断を行なった．東への渡りも西への渡りと同様に調査期間をとおして確認され，特

に３月23日から４月２日に多かった（図３)．

最多飛来数の１日12羽，および総数の93羽は秋期に西へ渡る個体数から比較すると極め

て少ない数である．この様な傾向はノスリでもみられた（井上未発表)．東への渡りは調

査終了時においても，なお飛来の多い状態が続いていたので（図３），渡りの中心が４月

である可能性もある．

３．時刻別飛来数の変化

西への渡りについて，飛来数の多い上位８日間の記録を15分ごとに集計して示した（図

４)．渡りの大半は10時から１５時までのあいだに集中していた．調査開始時刻は７時10分

から９時40分と不規則であるが，開始時から10時までの飛来は少なかった．１５時以降は飛

来が落ちこみ，１６時以降はほとんど渡りが止まった．また，１５分あたりの最大飛来数は３０

羽にとどまり，大部分が20羽以下で，大群での移動がないことを示している．

４．渡りと気象状況について

ｌ）天候

天候と飛来数の関係では，天候以外の条件は一定で天候のみが異なっていると仮定して

解析をした．そのため，渡り個体数の比較的安定するピーク時を選定し，３月23日から４

月３日までの１２日間について調べた．日中に天候の変化した３月29日については集計から

除外した．最も影響をおよぼすと思われる雨天時には，調査は実施していない．晴天４日

間の合計534羽と，曇天４日間の合計544羽の差は10羽で，両者のあいだには大きな差はみ

られなかった．雨天については，曇天から雨天にかわった４月４日に，曇天時にみられた

渡りが降雨時には中断した観察例があった．

２）風力

風力について日別の飛来数を風力階級ごとに示した（図５)．調査期間中，風力０の状

９ 1５２０
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2５ ３１１ ５１０l３

Ａｐｒｉｌ

□、：Ｆａｉｒ目：Cloudy畠：Rainy団：Cloudylaterfair園：Rainylatercloudy

図３．東へ渡るハイタカ属鳥類の日別飛来数と天候（1993年)．

Ｆｉｇ．３．NumberofmigratingAccjpjterstotheeasteachday,andweatherconditions．
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図４．西へ移動するハイタカ属鳥類の時刻別飛来数（1993年)．

Ｆｉｇ．４．Dailypatternofmigrationfor8daysduringspring，1993.

況は観測されなかった．風力３以下の比較的穏やかな風が22日間，風力４以上の強風が８

日間記録された．風力２の条件で最も多くの渡りが記録され，風力１および風力３の条件

でも飛来数が多い傾向を示した（図５)．風力２以上については風力指数が上昇するに伴

い，飛来数が減少する傾向をみせた．

３）視界

視界に影響を与えたのは海上の霧と黄砂現象によるかすみであった．しかし，そのいず

れも調査地点を通過するハイタカ属の調査には影響を与えなかった．不良時における視界

は４～６ｋｍ程度であった．視界良と不良の２条件が顕著に表れ，かつ飛来数の多い日を

選定し日別の飛期高度割合を示した（図６)．

なお，風力は１～３のあいだであり，天候は晴天と曇天が混在しており，図６の結果は

００００ﾛﾛ■■Ｕ

３

２

卜

０

10

0上

2０

10

０

2０

1０

０

2０

１０

０

..M翫砿31:.1993

'■■●●●●●

●

Ｐ０

Ｃｌ()udy

３
２

●
ｏ
０
０
０
０
Ｇ
０
Ｕ
■
Ｑ
ｄ
Ｏ
ｇ
９
０

■
‐
』
．
●

「

宮
吐
・
０２

●
６
日
■
ｂ
ｂ
０
●
Ｇ
●
。
●
●
●
■
■

:14:1993

,＝l37

Cloudy

…MarijIi

li

Ｏ

ー

,

■

O上

■

1０

2０

10

．
ｂ
‐
ｂ
』
．
■
●
牢
。

2０

1０

Ｕ

Ｏ

ｲ

10

Ｉ
Ａ

「Ｉﾛヒ ハ Ｉ

〃へ ヘ へ／ノ ノ
】

Ｗﾍ,‐

、／ 、

Ｉ

Ｉ

lIaf翫羽;.1993

●●●ゆ告●ｒ■

●

ｎ＝２１９

Fair
g

■

■

１Ｉ
ＩＩ
Ｖ

●●●●①●猟
、

、

ノ
１

八

／

1Ｖ
■

Ｖ

Mar節;27:．1993

一ゆ■｡｡｡●巳
ｎ＝１９０

Cloudｙ
●

：
■

AiAI
Ｗ、

ｐＬ炉

ノ

Ｉ
,ノ

1１

IVＩＡ

…M3rCIi;30:1993

●●●■｡｡■■
ｎ＝１９７

CkDudy

ﾊir…
Ⅵ 人

八Ａ

ﾍハへ／1Ｗ（ノへ〆 Ａ
、～

／Iへ
且

Ｖ

…Ajjfir.Ｚ1993

毎･岳｡●●●●

●

、＝136
： Ｆａｉｒ●

、

バノ Ａ

／ｙ ソ
ＷＩﾉ、 八

／

Ｉ

Ｉ
、

／ １

ロ

ハ
『

Ｌ

…砿汀:－３;1993

中■‐●●ＣＤ●
、＝１５３

Fair

Ｑ Ｉ
１

ノ

ハ

Ｉ
●

、（
’１

。
■
■
明
”
叩
エ

/ｖ

…K征il;１０;1993

。｡・・・・；－ ｎ ＝ ９ ９

Fair

小
八
'

Ｉ
ハ
1Ｖ、



|癖Ｉ

Ⅷ

ａＯｄ“ｙご

ｒｌ＝２０Ｓｃ

乞乞〔】 一『．・・・胃一･･･凸・・・｡＝■

■
＆

叫
一
の
》
”
公

一
一

ｒ
ｑ
。
■
毎
Ｆ

■■｡｡■自負U■■

,酔句｡■ご・・■・■Ｉ｡。

わ

り
り
ら
０
１
１

訟
出
ｖ
［
シ
ナ
計
鋤
Ｆ
【
園
へ
〕

毎
』

６

..…~~.Ｃ~。

･･８．．．．．．．９．．．…･;・
…｡………_……1..

⑥

０

Ｚ馬〔】
1０

■

も

０

ｍ

》

●
口
－
４
■
０
０
や
．
。
■
■
■

■
缶
●
ご

●
■
●
■

色
。

》
》

●
。

‐
比
‘
‘
・
《
○
鑓
．
．
‘

甲
一
》
》

ゆ

、
６
０
．
斗
…
主
．
。
・
か
．
・
誤
垂
・
・
．

一
一
》
》
一

面
舟
。
○
》
“
０
０
．
・
ロ
：
鈴
。
。
□
・
《
“
。
。

》
一
一

釦
再

甲
■
●
■
■

も
■
』
■
守

作
”
ロ
、
魂
◎
画
叶
：
●
土
○
．
・
曲
ロ

や
■
■
■

字
⑧
●
■
■

一
一
■
■
●

Ｅ
》
ｐ
Ｃ
－
《
》
”
ｐ
－
ｐ
町
・
ロ
》
’
○
扇
ａ
誌
。
９
口

０

１ ２ 跡４５⑥７

Ｗｉｍｄｒｏｒ。｡と

図５．日別飛来数と風力の関係．
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むかった（図１)．その後，大分県佐賀関町関崎付近に至ることは確認されたが，それ以

降の移動ルートや行動については不明である．愛媛県内の移動についても佐田岬半島の中

間地点と基部において，少数の渡りが観察されているのみである．また，佐田岬に飛来す

る2000羽もの個体が四国内だけのものなのか，あるいは四国以北の本州方面から移動して

くる個体があるのかについても不明である．

近県における春期のハイタカ属の西への渡りについては，1992年４月に徳島県鳴門市鳴

門公園で２件16羽が確認された（柴折史昭私信)．また，同地点で1993年３月から４月に

かけ３件９羽が確認され，徳島県蒲生田においても４月に１件５羽が確認された（東牒秀

徳私信)．これは，ハイタカ属が本州から飛来している可能性を示している．

春の渡りは繁殖地への移動である．しかし，四国以南の国内においてハイタカ属の繁殖

や夏期における生息は，少数のツミ以外の記録はないとされる（高野1980)．大陸ではハ

イタカ属３種が繁殖していることから（高野1982)，九州へ移動後は朝鮮半島に渡る可能

性がある．

今後この報告をきっかけに調査が進められ，各地の観察が線でつながることを期待する．
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要約

佐田岬半島先端部において，春期に西へ移動するオオタカ，ツミ，ハイタカの実態を調査するため，

1993年３月９日から４月13日までのあいだに30日間調査を行なった．そして以下のような結果をえた．

１．東から飛来して西へ移動するオオタカ，ツミ，ハイタカの３種，2086羽を確認した．

また，西より飛来して東へ移動する同種を93羽確認した．

２．渡りは調査開始日より終了日まで記録された．飛来のピークは３月23日から４月３日にかけて記

録され，最多の飛来数は219羽/日であった．大分県関崎では２月下旬と４月下旬の飛来が報告され

たことから，渡りは調査期間の前後を含め長期に及ぶものと推察された．

３．晴天，曇天の天候と飛来数との関連はみられなかった．渡りは穏やかな天候時に多く風が強い時

には著しく減少する傾向があった．視界と飛来数の関連はみられなかったが，飛期高度に影審を与

えた．視界が悪いと飛期高度が低くなる傾向があった．

４．渡りは10時から15時までに集中し，それ以前と以降については少ない傾向があった．
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SpringAccjpjtermigrationinnorth-westShikoku

Katsumilnouel

GoshawksAccjpjterge凡“s,JapaneseLesserSparrowhawksA,guZaF･ｊｓａｎｄＳｐａｒｒｏｗ

ＨａｗｋｓＡ．〃isusmigratingtothewestinspringwereobservedatSadamisakipeninsula，

Shikokulsland，ｆｏｒ３０ｄａｙｓｆｒｏｍ９Ｍａｒｃｈｔｏｌ３Ａｐｒｉｌｌ９93．Themainresultswereas

follows、

１．２０８６Accipitersof3species，Goshawk，JapaneseLesserSparrowHawkandSparrｏｗ

Ｈａｗｋ,wereobservedmigratingfromtheeasttothewest,Wealsoobserved93Accipiters

migratingfromwesttoeastduringthatsameperiod、

2.Themigratoryhawkswereobservedeverydayduringtheperiod，exceptonrainydays・

Thepeakofmigrationwasfrom23Marcｈto3April，andthelargestnumberofmigrants

sｅｅｎｏｎａｄａｙｗａｓ２１９、AsAccipiterswerereportedmigratingsouth-westofoursite，in

Sekizaki，OitaPrefecture，duringlateFebruaryandearlyApril，along-duration

migrationissuggested、

3.Ourdatashowednorelationbetweenｆａｉｒｏｒｃｌｏｕｄｙｄａｙｓａｎｄｔｈenumberofmigrants・

Therewerealargenumberofmigrantｓｏｎｃａｌｍａｎｄｆｉｎｅｄａｙｓ，ａｎｄｏｎｌｙａｆｅｗｍｉｇｒａｎｔｓ

ｗｅｒｅｓｅｅｎｏｎｗindydays・Therewasnocloseconnectionbetweenatomosphericvisibility

andthenumberofmigrantsweobserved,butvisibilityhadsomeinfluenceontheirflight

altitude・Whenvisibilitywaspoor,flightaltitudewaslow、

4．ThemigratorymovementswereconcentratedfromapproximatelylO：Ｏ０ｔｏｌ５：00,ａｎｄ

ｖｅｒｙｆｅｗｗｅｒｅｓｅｅｎｂｅｆｏｒｅｌＯ：Ｏ０ａｎｄａｆｔｅｒｌ５：００．

１．EhimeChapteroftheWildBirdSocieｔｙｏｆＪａｐａｎ、Ｔａｎｉ５－３５６，Yawatahama-shi，

Ｅｈｉｍｅ７９６


